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(圭轡陥雰g       曇督蟹均)
〈2005塗再〉            …
4月 。日大板橋病 院で臨床研修 スター ト
5月 。週平均労働時間は78時 間。夜 間当直

10回。疲れか ら食欲が落 ちる
7月 。週 3回 、早朝のカ ンフ ァレンスに参

9月。纂ち醤垂界晴羅雪竪ぢ「曳醤蟹積軍が
りだす

日大板橋病院

状
態1

〈06塗F〉
2月 。うつ状態が強 くな り、家族 に 「早く

辞めたいJ
4月 。休みがちにな り 心療 内科を受診。21

閣自殺
6月 。遺族の問い合わせに対 し、病院側は

「過重労働はなか った」 と回答
8月 。遺族が池袋労働基準監督署に労災を

申請
〈07塗亭〉
2月 。池袋労基署が労災認定

4月17日
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八
時
間
、

土
曜
日
五
時
間
半

王
復
間
当
直
は
月
四
回
▽
日

直

（体
日
勤
務
）
は
月

一
、

二
回

‐

‐と
し
て
い
る
。

代
理
人
の
朝
倉
正
幸
弁
護

士
や
遺
族
に
よ
る
と
、

最
初

に
研
修
し
た
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー

で
は
週
平
均
七
十
八
時

間
勤
務
。

当
初
、

意
欲
的
だ

っ
た
表
情
は
次
第
に
疲
れ
が

目
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
。

①
五
年
五
月
は
当
直
が
十

短
縮
す
る
。

同
省
は
臨
床
研
修
の
義
務

化

（
二
〇
〇
四
年
四
月
）
に

伴
い
、

「
労
働
基
準
法
に
基

一回。食欲が落ち始め、七

十牌い彬蜘権駒師帥彰吼沈

一カ輛北附井納
（ら敵嬢能詢

会
）
に
参
加
。

多
い
と
き
で

労
働
時
間
は
週
八
十
七
時
間

に
達
し
て
い
た
ｃ

昨
年
二
月

ご
ろ
か
ら
は
う
つ
状
態
が
強

く
、

病
院
に
向
か
う
電
車
内

で
泣
く
こ
と
も
あ

っ
た
。

同
年
四
月
は
研
修
に
行
け

専
念
で
き
る
水
準
」
を
目
安

と
し
た
改
善
が
進
む
が
、

労

働
時
間
や
夜
間
当
直
の
回
数

は

「
各
病
院
で
考
慮
す
べ
き

現
行
の
週
五
十
八
時
間
を
段

づ
く
適
正
な
処
遇
」
を
病
院

階
的
に
減
ら
し
、

二
〇
〇
九

側
に
要
請
。

給
与
面
で
は
「
ア

年
ま
で
に
週
四
十
八
時
間
に

ル
バ
イ
ト
を
せ
ず
ほ
研
修
に

病労
院働
任時
せ間

週
８７
時
間
労
働
「過
労
で
う
つ

国
大
板
橋
病
院

（東
京
都
板
橋
区
）
で
臨
床
研
修
中
だ

っ
た
女
性
研
修
医

（当
時
２６
）
が
昨
年
四
月
に
自
殺
し
た

の
は

「
過
労
で
う
つ
状
態
に
な

っ
た
の
が
原
因

」
と
い
う
遺
族
の
主
張
に
基
づ
き
、

労
働
基
準
監
督
署
が
労
災
認
定

し
て
い
た
こ
と
が
十
六
日
分
か

っ
た
。

労
働
時
間
は
多
い
と
き
で
法
定

（週
四
十
時
間
）
の
二
倍
を
超
え
る
週
八
十

七
時
間
に
達
し
て
い
た
。

夜
間
当
直
と
体
国
勤
務
を
合
わ
せ
た

「
日
当
直

一
も
年
間
七
十
七
回
で
過
酷
な
勤
務
が
常

態
化
し
て
い
た
と
い
う
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
四
年
四
月
に
始
ま

っ

た
現
行
の
臨
床
研
修
制
度
下

で
、

研
修
医
の
過
労
自
殺
が

労
災
認
定
さ
れ
た
の
は
初
め

て
。

制
度
の
あ
り
方
が
聞
わ

れ
そ
う
だ
。

亡
く
な

っ
た
の
は
〇
五
年

二
月
に
医
師
免
許
を

取
得

し
、

翌
月
か
ら
同
病
院
で
臨

床
研
修
を
始
め
た
女
性
研
修

医
。

昨
年
四
月
二
十

一
日
、

病
院
か
ら
持
ち
出
し
た
筋
弛

緩

（し
か
ん
）
剤
を
自
宅
で

点
滴
し
、

自
殺
し
た
。

遺
族

欧
米
社
会
で
は

「
過
労
は

研
修
の
質
を
低
下
さ
せ
る
と

と
も
に
医
療
ミ
ス
に
つ
な
が

る
」
と
の
考
え
方
か
ら
、

研

修
医
の
労
働
時
間
に
上
限
を

設

け
る
動
き

が
進

ん

で
い

る
。

日
本
で
も
厚
生
労
働
省

が
適
正
な
処
遇
を
研
修
先
に

求
め
て
い
る
が
、

徹
底
さ
れ

て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

は
同
年
八
月

「
過
労
死
に
あ

た
る

一
と
し
て
池
袋
労
基
署

に
労
災
を
申
請
。

今
年
二
月

に
認
め
ら
れ
、

遺
族
補
償
年

金
支
給
の
通
知
を
受
け
た
。

同
病
院
臨
床
研
修
セ
ン
タ

ー
は
研
修
医
の
処
遇
に
つ
い

て
、

勤
務
時
間
は
原
則
平
国

同
省
研
究
班
の
調
査
に
よ

る
と
、

米
国
労
働
安
全
衛
生

庁

（
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ａ
）
は
研
修
医

の
労
働
時
間
を

「
週
八
十
時

間
以
下
」
と
し
、

違
反
に
対

す
る
処
罰
規
定
も
設
け
て
い

る
。

欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
も

／

／

／

′

′

メ

ブ

ｒ

な
い
日
が
増
え
、

　
丁
こ
れ
以

上
体
ん
だ
ら
単
位
が
も
ら
え

な
く
な
る
」
と
悩
ん
で
い
た

と
い
う
。

同
月
二
十
日
、

十

日
ぶ
り
に
研
修
に
行
き
、

夜

は

「
明
日
五
時
に
起
こ
し
て

ね

一
と
母
親
に
告
げ
て
雇
室

に
行

っ
た
が
、

翌
日
に
自
殺

し

て
い
る

の
が
見

つ
か

っ

た
。

遺
書
は
な
か

っ
た
。

開
美
医
の
父

（
５８
）
は

「
娘

は
過
酷
な
労
働
で
医
師
と
い

う
職
業

へ
の
希
望
を
失

っ
た

の
だ
ろ
う
。

病
院
に
は
事
実

関
係
を
認
め
再
発
防
止
策
を

講
じ
る
よ
う
求
め
た
い
」
と

も
の
」

（医
事
課
）
と
し
て

事
実
上
病
院
任
せ
だ
。

筑
波
大
病
院
総
合
臨
床
教

育
セ
ン
タ
ー
の
前
野
哲
博
准

教
授
ら
の
調
査
で
は
、

研
修

医
の
二
人
に

一
人
は
週
八
十

時
間
以
上
勤
務
。

四
人
に

一

人
は
臨
床
研
修
を
始
め
て

一

十
二
カ
月
後
に
う
つ
状
態
に

な

っ
て
い
た
。

火 曜 日

処
遇
、改

善
進
ま
ず


